
淀川水系流域委員会のみなさまへ             08/01/08 

 

 

  私はこの委員会を傍聴し続けてきましたが、今回遅ればせながら河川管理

者から出されてくる資料を見るにつけ、ほんとに大戸川ダム、そして川上ダム

が必要なのかとますます疑問は募るばかりです。今回新聞に掲載された資料や

河川管理者の資料などから、大阪府治水に有効であるとされる大戸川ダムが「大

阪湾河口より１３、２㎞地点でたったの１９㎝しか効果がないこと、HWL でも１

７㎝を超えるだけ、それは堤防天端より３ｍも下」とあり、これに大阪府民の

税金を投入する、と言うことには納得がいきません。これまで余野川ダムの時

にも議論をしてきましたが、ダムよりもっと下流で大雨が降った時、この HWL

を超える可能性があるでしょう。その時堤防は崩れるのですか？どこでどんな

雨が降ろうと住民の生命、財産を守ることが河川管理者の使命ではないのでし

ょうか。そのためにはまず堤防強化をすることしかないと思います。そして各

自治体も「ダムをつくれば安全」ではなく、身近にある堤防がほんとに大丈夫

なのか、河川敷きの利用はこれで良いのかなどをそれこそ河川管理者と一緒に

考えるべきです。 

 

今回以上のような考えから、大阪府の考えを確認したいと思っていましたが、

知事選となったため、急遽各立候補予定者に公開質問状を出しました。 

回答も揃いましたので、参考までにみなさんに資料提供させていただきます。 

 

みなさまの議論に活かしていただければ幸いです。 

 

        箕面市坊島 4-11-1 

        箕面市会議員 増田京子 

 

 

 

 

 

 

※ご住所の掲載については増田様の許可を得ております。 
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          公開質問状        2008 年 1 月 2 日 

大阪府知事選挙立候補予定者            様 

        「淀川水系のダムを考える大阪府民の会」 

             共同代表 （連絡先）増田京子 （箕面市坊島 4-11-1）  

                    （連絡先）小林洋一 （和泉市） 

                        神前進一 （豊中市） 

                    賛同人  佐川克弘  （高槻市） 

                         斎藤朝則 （枚方市） 

                         野村東洋夫（茨木市） 

                         山敷 恵 （高石市）  

                        水野 静 （豊中市） その他 

  ダム問題、財政問題を考え府内各地で活動している府民が中心になり、今回「淀川水系のダム

を考える大阪府民の会」を立ち上げました。そして、会の活動として別紙の公開質問状を出させて

頂きます。 

 本体着工に向けて進んでいる大戸川ダム、川上ダムの建設目的には合理性のない無駄な巨大公共

事業の典型です。年末の新聞報道にもありましたように、大阪府の厳しい財政状況がより明らかに

なりました。財政再建団体にもなりかねない、という危機が目の前に迫っているのです。 

 そのためには、これまでの大阪府行政運営の舵を大きく切り替え、透明度の高いものとする必要

があります。 

このような状況で行われる知事選挙となりました。選挙の多忙さは十分理解しておりますが、年

末年始を挟む選挙となった上に、事態の進展が急であったため、ご迷惑をおかけしますが、ぜひ１

月６日までにご回答下さい。 

私達府民は少しでも多くの情報を得て、一票を投じるその責任を果さなければと考え、質問をさ

せて頂いています。ぜひ真摯なご回答を頂けますようお願いいたします。 

時間が無いためにファックス、メールでの送信お許し下さい。（メール送信は小林洋一から送り

ます。） 

回答もファックス、メールで結構です。よろしくお願いします。 

問い合わせ、返信先(メールは増田か小林どちらでも結構です) 

増田京子の連絡先は 事務所（市民のひろば） 

〒562-0041  大阪府箕面市坊島 4-11-1 

増田メール hiroba@paw.hi-ho.ne.jp です。 

 

 

※ご住所およびメールアドレスについては増田様に掲載許可を得ております。 
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          公開質問事項 

 大阪府知事選挙立候補予定者       様  

             淀川水系のダムを考える大阪府民の会 08/01/02 

 

ご存知ですか？ ダム建設への大阪府の負担 

 2007 年８月に発表されました「淀川水系河川整備計画原案」では、戦後最大洪水を安全に流下

させるには、大戸川ダム(事業者：国交省近畿地方整備局/建設地：滋賀県)、天ヶ瀬ダム再開発（同

/建設地：京都府）、川上ダム（事業者：水資源機構/建設地：三重県）の３つのダムが必要とされ

ていますが、これらのダム事業に大阪府が経費の一部を負担していることをご存知でしょうか。 

 

ダムの効果はきわめて小さい 

 大阪府は昭和９年の室戸台風や昭和２５年のジェーン台風などで大きな被害を受けており、治水

事業が府民にとって重要なことはいうまでもありませんが、大戸川ダムおよび川上ダムの淀川への

治水の効果はほとんどありません。 

 淀川は２００年に１度程度発生する可能性のある降雨を対象に河川整備が進められていますが、

例えば大戸川ダムの場合、淀川にとって最悪のケースとされる昭和４７年の台風２０号型の降雨を

１．５３倍した場合でも、最も危険といわれる河口から１３．２ｋｍ地点（大阪工大グランド付近）

で水位を１９ｃｍ下げる効果しかありません。大戸川ダムがなくても、洪水時の水位は、堤防の高

さと比較すると約３ｍも低いのです（図）。 

 川上ダムの淀川の水位を下げる効果は同じように小さいものです。 

 

府民の血税は、府民の生命を守るために 

 大戸川ダムについての大阪府の負担分は当初１８０億円とされ、すでに１５０億円が支出されて

います。今回の見直しで、大阪府負担分は２３０億円となり、今後少なくとも８０億円の負担を求

められます。それだけでなく、さらに増える可能性もあります。川上ダムについては当初の８５０

億円が１２２０億に増額されていますが、自治体負担分は未定です。 

 もちろん府民の生命を守る治水事業は大変重要であり、今後とも進める必要があります。しかし

府民の生命を守るために最優先で行うことは、遠く離れた上流（滋賀県や三重県）にダムを建設す

ることではありません。水が乗り越えると脆く壊れてしまうと言われている堤防を補強することで

す。府民の生命を守るために府民の血税を有効に使って下さい。 

 

                「質問事項」 
それでもダム事業への負担をされますか？ 

 大阪府知事選に立候補を予定される皆さん、効果が小さい大戸川ダムや川上ダム建設に

対して、財政の苦しい大阪府がさらなる負担をすべきと思われますか。お考えをお聞かせ

ください。 
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計画高水位（H.W.L)
　　８.８４ｍ

約３.２ｍ
大戸川ダムなし
９.０１ｍ

大戸川ダムあり
８.８２ｍ

　　　　高水敷高さ↑
普段の水位はこれよりも下

付図
国交省近畿地方整備局（河川管理者）が淀川水系流域委員会に示したデータをもとに作成したものです。
○計画規模の洪水として、著名な洪水を含む１２洪水を対象として、引伸ばしを変えた３３パターンの洪水を選び、それぞれについて水位を計算していますが、このうちの２パターンで計画高水位を越える区間があるという結果となっています。残りの３１パターンはすべて計画高水位以下で流れることになっています。
○計画高水位は、計画高水流量や河川周辺の地盤高などから決めた水位です。橋梁の高さなどがこれを基準に決めていますので、計画規模を大きくした場合でも計画高水位を変えなくてすむように、ダムなどで流量を調節するようにするのが普通です。
○堤防は土砂を盛ってできていますので、非常に脆弱です。越水ばかりでなく、浸透や侵食によっても破堤することがあります。
○堤防は計画高水位以下でも破堤することがありますが、計画高水位を越えると直ちに破堤すると河川管理者が想定するほど脆弱とは限りません。
○淀川水系流域委員会は、たとえ越水しても破堤しにくいように堤防を補強することを提案していますが、河川管理者は計画高水位以下を対象とした補強しかしようとしません。
○現在の補強工法を堤防天端まで実施するだけで、堤防への信頼性は格段に高められます。

付図

国交省近畿地方整備局（河川管理者）が淀川水系流域委員会に示したデータを

もとに作成したものです。

○計画規模の洪水として、著名な洪水を含む１２洪水を対象として、引伸ばし

を変えた３３パターンの洪水を選び、それぞれについて水位を計算しています

が、このうちの２パターンで計画高水位を越える区間があるという結果となっ

ています。残りの３１パターンはすべて計画高水位以下で流れることになって

います。

○計画高水位は、計画高水流量や河川周辺の地盤高などから決めた水位です。

橋梁の高さなどがこれを基準に決めていますので、計画規模を大きくした場合

でも計画高水位を変えなくてすむように、ダムなどで流量を調節するようにす

るのが普通です。

○堤防は土砂を盛ってできていますので、非常に脆弱です。越水ばかりでなく

、浸透や侵食によっても破堤することがあります。

○堤防は計画高水位以下でも破堤することがありますが、河川管理者想定する

ように、計画高水位を越えると直ちに破堤するとは限りません。

○淀川水系流域委員会は、たとえ越水しても破堤しにくいように堤防を補強す

ることを提案していますが、河川管理者は計画高水位以下を対象とした補強し

かしようとしません。

○現在の補強工法を堤防天端まで実施するだけで、堤防への信頼性は格段に高

められます。

近畿地方整備局の被害想定は、
計画高水位を１mmでも超えれば破堤するとしている。

大戸川ダムあり・なしの差、わずか１９ｃｍ

昭和47年台風20号

×1.53倍の洪水

淀川堤防

１３.２ｋｍ

○ 水位が計画高水位を超えるのは、３３ケースのうち２ケース

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（非常にレアケース）

○ 計画高水位+17ｃｍなら越水しない。

　　　　　　　　　　（堤防の破堤の原因の８０％までが越水）

　 水位は堤防頂上から約３ｍも下。（堤防補強で対応可能）

堤防天端→

３００％拡大

ダムなし水位

ダムあり水位

計画高水位

差は１９ｃｍ
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